



「教職員の評価・育成システム」における授業に関する評価の導入について





１　府立学校





「授業力」


「自立・自己実現の支援」


「学校運営」








「学ぶ力の育成」


「自立・自己実現の支援」


「学校運営」








新しい評価要素





従来の評価要素











改定の考え方（方向性）








（１）授業を行う教員の評価は、授業に関する評価を含めて行う（府立学校条例第１９条第２項）


・授業を行う教員の評価要素に、授業に関する評価（「授業力」）を明確に位置づける














（２）授業に関する評価は、生徒又は保護者による評価を踏まえる（府立学校条例第１９条第３項）


・生徒や保護者対象の授業アンケートを実施する


高等学校：生徒を対象に実施


支援学校：障がいの状況に応じて生徒又は保護者を対象に実施


・授業アンケートの集計結果を踏まえ、すべての教員の授業力向上（育成）に努める


＊授業アンケート等により授業に課題のある教員が把握された場合には、校長等が複数回の授業観察や面談等必要な支援を行う


・授業アンケートの結果等を踏まえ、「授業力」の評価を行う⇒総合評価を行う





































































































県費負担教職員の勤務成績の評定は、都道府県委員会の計画の下に、市町村委員会が行う（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４６条）


・市町村立学校における改定も府立学校に準じて進める


（授業アンケート実施の状況を踏まえ、授業に関する生徒又は保護者による評価の導入について、府教育委員会として準備を進める）











平成２４年度中に全校で授業アンケートを実施する


小学校：保護者を対象に実施


中学校：生徒及び保護者を対象に実施





２　市町村立学校





改定の考え方（方向性）





平成２４年度の取組み








平成２５年度のシステム改定に向けて、以下の取組みを進める


・全校で授業アンケートの実施と分析


・モデル校を指定し、１１月末を目途に「授業力」の評価を実施


(平成２４年度の評価と連動せず)





平成２４年度の取組み








